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2 7年 2月 24日学長決定）及び「国立大学法人島根大学における

ための行動規範」（平成 27年 2月 24日学長決定）の趣旨に則り，倫理的配慮を遵守しなけ

ればならない。

（投稿件数）

第 6条 紀要への投稿件数は，第一執筆者（ファーストオーサー）としては 2編までとする。

ただし，連名の場合の件数については，特に定めないものとする。

（投稿期限等）

第 7条 投稿原稿は，毎年 10月 31日（当日が日曜日の場合はその翌日，土曜日の場合はそ

の翌々日）までに，紀要編集委員会宛てに提出するものとする。

（査読の実施）
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IV その他

1 投稿原稿は，完全原稿とすること。校正段階での内容上の加筆修正は認めない。

2 投稿された原稿について，必要に応じ，紀要編集委員会から執筆者に編集上の希望を

申し入れることがある。

3 人物が判別できるような人物写真や著作権がある資料等の掲載には，本人（末成年の

場合にはその保護者を含む。）及び著作権者の承諾を得て，その旨が分かる資料を添付す

る。

4 抜刷について，特別な印刷（カラー印刷等）の費用は，投稿者が負担する。

付記（平成 29年 5月 19日制定）

この要領は，平成 29年 5月 19日から実施する。
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備考

（本学教員以外の執筆者の場合，所属等の詳細について記入すること。）

受付印



編集委員

加藤寿朗（委員長）

（学内委員）

大谷みどり 原広治

橋爪一治川路澄人松尾奈美

（学外委員）

高旗浩志（岡山大学） 熊丸真太郎（大分大学）

牧野泰美（国立特別支援教育総合研究所） 大場尚樹（島根県教育センター）

令和 6年 3月31R発行

TEL 



ISSN 2434-5245 

niversitv 
PRACTICAL RESEARCH ON SCHOOL EDUCATION 
MEMOIRS OF THE PROGRAM 0『PEDAGOGICALDEVELOPMENT 
GRADUATE SCHOOL OF EDUCATION SH圃ANEUNIVERSITY 

VOLUMEJ 

March 2024 




